ＣＥ分科会　各位

2015年 7月 24日

奈良橋　記

化学工学会ＳＩＳ部会

コストエンジニアリング分科会(東西合同会議)議事録

１．日時　　2015(H27)年7月 24日(金) 13：00～18:00
２．場所　　ダイハツ健康組合有馬保養所　会議室
３．出席者　（ 順不同 ）
大石、岡本、金谷、清水、平井、藤井、原、寺澤、奈良橋　( 計9名 )　
以下敬称略
４．報告・議題

（1） はじめに　（清水会長）
　　・　オリエンテーリング並びに議長(清水)、書記(奈良橋)の選任。

・  清水分科会会長挨拶　「新任会長として秋季大会登録までこぎつけた。本日は秋季大会の発表内容の確認を主として進める。」

（2） CE分科会の活動報告等

　　・　2014年度活動報告　（清水）⇒　配布別紙参照
　　・　会計報告　（藤井、金谷）⇒　配布別紙参照
　　　　2015年度予算表　個人会員の項目計上分18,000円を部会賛助会員の項目へ移動。

　　　　出張旅費は幹事会等に会長や幹事と言った役員が出張の時のみ適用できる。

　　　　会計監査担当　大石(2014年度)　→　平井(2015年度)に交代する。

関東地区で　砂山さん、伊與さん、中森さんの入会が見込まれる。　清水会長より寺澤、奈良橋に入会申込書を送付する。

　　・　2015年度秋季大会　部会シンポジウムについて　⇒　配布別紙参照

9月10日(木)　於：北海道大学　工学部　T会場　13:20～15:20　航空券は早めに購入のこと。　寺澤さんへ依頼のあった論文審査委員は辞退の方向で対応。
　


（3） 秋季大会発表内容の事前検討
①『海外立地プラントの経済性評価における留意点』　＜原＞　約25分
　　　　　日本とは違う海外立地プラントでの経済性評価について各種評価法と留意点を提案今回は説明が詳細に行われたが、当日までにパワーポイント等ブラッシュアップ予定。
　　②『プラントEPCに於ける安全・品質管理費の運用』　＜奈良橋＞　約10分

着眼点はわかるが、言わんとするところa)当該費用が工事費や経費に散逸している→当該項目の定義の明確化　b)当該費用が他の項目がトレードオフ関係　　と言うポイント2点をもう少し明確にしてはどうか。

　　③『エンジニアリング業の生産性向上について』　＜岡本＞　約20分
　
“業界の生産性向上による競合力向上“　に対する対応策がＡ)見積業務の効率化、B)戦略的プロジェクト(コンソーシアム？)　であることで、対応策項目をもっと絞ってはどうか。　総花的で聴講する側が解りにくいのでは。
　　 ④『コスト見積の精度向上と業務効率化』　＜原＞　約20分

　　　　　見積業務の課題と解決策について言及。初めて聞く人に対応する為、元々の共通課題の“見積データーの分析”等も説明しても良いのでは。

　　 ⑤『化学プラント建設見積時のリスクマネー』　＜寺澤＞　約20分
　　　　　各リスクマネーの構成と計上方法について、誰が算入計上し、どこでチェックするのか。率はどのように決まっているのか(決められているのか)等の質問。
　　 ⑥『建設工事に於ける効率的なロジスティクスの提案』　＜清水＞　約20分

物流量は増える一方、トラックや船の数は減少。戦略的効率的ロジスティクスを提案。　モーダルシフト(modal shift)への質問。

　　 ※　説明　15分　質問5分なので当日は宜しくお願いします。

（4） 年鑑執筆　　原さんより説明。　文案確認、了承。⇒　配布別紙参照
（5） 名簿案の説明（清水）　クボタと　クボタ環境サービスについて修正が多いので、その他の委員も訂正があれば訂正の上　清水会長に連絡する。

（6） 分科会　ホームページの更新につて（金谷）

SIS部会に更新を依頼中。　再度(九大)木村先生に督促する。
（7） コストハンドブックの検討依頼のメールについて
・　斉藤先生が版権を持っておられるので、その旨明記の上　斉藤先生に連絡してもらうよう伝える。
（8） 三分間スピーチ
・  80歳(傘寿)になって（大石）：　環境カウンセラー等保有資格、それらを生かした今までの各種学会、委員会、活動状況について説明。今後は屋号の大石コンサルタントとして意見の合う3名程度で“省エネ”を中心に業務・事業活動を行っていく予定。

・　三菱重工　宮永流“省エネ経営の功罪”（平井）⇒　配布別紙参照
・　日立造船の津波対策無動力フラップゲート　（藤井）⇒　配布別紙参照　大原鉄工所等9社と販売提携し、販売が好調。　ごみ焼却炉は津波の避難場所に指定されている処も多く、ごみ焼却炉に付加価値を付けることで受注に貢献している。

・　日刊工業記事「オーナミ：大型重量物一貫輸送」（清水）⇒　配布別紙参照
新聞に載った記事について説明。　特に国内各地→海外向け一括梱包を行うので必要時は活用をしてもらったら。

　　  ・　ＰＣＩ／ＬＦの２０１５年度　プレアナウンス。（寺澤）⇒　配布別紙参照

　　　　　最新版ＰＣＩ／ＬＦについて紹介-昨年度比プラント価格6.5ポイントアップ。特に今年度から海外のＰＣＩについても掲載。ＳＲＩは1958年から基準を変えずアメリカ、西ドイツ、日本のＰＣＩについて掲載してきたが2012年より見直しをしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

